
地域ぐるみで支援を！ 
　6月29日、遅羽町千代田区において、千代田区・中
島区住民と市職員、日赤奉仕団が一体となり「災害時要
援護者避難・誘導訓練」が行われました。 
　九頭竜川が特別警戒水位に到達する恐れがあるとの想
定で避難準備情報が発令され、住民を千代田公民館へ避
難・誘導する訓練です。 
　当日、要援護者の手を引いたり、車椅子や担架に乗せ
ての訓練は、悪天候の中で大変困難を極めましたが、参
加者の迅速な対応によって、非常にきびきびとした訓練
となりました。 
　災害はいつ起こるかわかりません。市では、今後も地
域ぐるみの避難支援体制を確立し、要援護者が安心して
生活できるように努めます。 

縄文人になって運動会 
　6月19日、三室小学校で、縄文時代をイメージした
衣装を着て「原始運動会」が行われました。縄文遺跡で
ある三室遺跡が近くにあることから、平成2年に始ま
った三室小学校独自の運動会で、今年で19回目。5月
中旬から原案作成や企画を進めてきて、準備や運営も全
て児童が中心となって行っています。 
　当日は、国王に扮した川端康平さんが始まりの宣言を
した後、児童が考えた7つの競技を行いました。土器
をバトン代わりにした段ボール渡りリレーや、木の実拾
いや狩り（的当て）を行う障害物リレー、縄文風の替え
歌とダンスのコンテストなど、児童38人がはだしにな
って体育館を駆け回りました。また、保護者が参加する
競技では、あちこちで笑い声が起こり、笑顔で楽しんで
いました。 

巻き花寿司に挑戦 

スプーンでスキンシップ 
　6月29日、教育会館で、親子スキンタッチ教室が行
われました。これは、昭和58年から毎年行われている
幼児教育研究大会の一環として企画されたもので、スキ
ンタッチとは、スプーンや歯ブラシなどで、子どもの皮
膚をなでたりこすったりする軽い刺激の健康法です。 
　親子40組、約100人が参加し、日本鍼灸師会北陸
ブロック青年部部長の上野誠一郎さんなど、講師8人
に教えてもらいながら、自分の子どものお腹や背中、手
足などをスプーンを使って軽くこすり、スキンシップを
図りました。 
　奥志子さん（村岡町郡）は子どもの琉登くんと参加し、
「子どもも始めはイヤイヤでしたが、気持ちいいのか、
すぐにだまってやらせていました。」と、親子ともに満
足そうでした。 

　6月26日、地産地消や農村文化の伝承を目的として
活動する、勝山市ふるさと活性化協議会（代表：坂井芳
子さん）が、ふるさと塾（伝承料理講習会）を福祉健康
センター「すこやか」で行いました。ます寿司と巻き寿
の作り方を学ぼうと参加した約20人は、ますのさばき
方から挑戦し、巻き寿司では巻き方のコツなどを指導し
てもらいました。 
　思い思いの具材を巻いてオリジナルの巻き寿司を作る

皆さんは、笑いながら
も目は真剣。永井奈津
実さん（村岡町浄土寺）
は、「巻き寿司は普段作
る機会がないので、興
味があって参加しまし
た。ます寿司は、ご飯
がはみ出さないように
笹に巻くのが苦労しま
した。」と話してくれま
した。できあがった寿
司は、お皿にきれいに
飾り付けして皆さんで
試食し、お互いの交流
を図りました。 
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児
童
文
学
で
心
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
！
　

大
　
庭
　
　
　
桂
さ
ん
＝
平
泉
寺
町
平
泉
寺
＝

今
年
4
月
に
『
う
ら
な
い
バ
バ
と
石
川
五

ニ
ャ
え
も
ん
』
を
発
刊
し
た
児
童
文
学
作
家

の
大
庭
桂
さ
ん
。「
現
代
社
会
で
は
、
言
葉

で
人
を
中
傷
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
言
葉

は
大
事
に
使
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
特
に
若

い
人
の
自
殺
も
多
く
、
何
と
か
努
力
し
て
生

き
て
ほ
し
い
。」
今
回
の
作
品
に
は
そ
の
よ

う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
は
、
お
子
さ
ん
が
マ
ン
ガ
や
ゲ
ー
ム
に

夢
中
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
母
が
書
い
た
も

の
な
ら
読
ん
で
く
れ
る
か
な
と
思
い
、
児
童

文
学
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
親

と
し
て
の
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

熊
本
生
ま
れ
の
大
庭
さ
ん
は
、
町
で
は
い

っ
ぱ
い
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
の
に
、
こ
こ
で

は
何
も
な
く
、
静
か
過
ぎ
て
、
特
に
冬
は
雪

に
閉
ざ
さ
れ
て
何
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
の

土
地
柄
に
最
初
は
不
安
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、「
逆
に
自
分
を
見
つ
め
直
す

機
会
に
も
な
り
、
人
間
と
し
て
本
当
に
大
切

な
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
で
は

カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。」

と
の
こ
と
で
す
。

今
後
の
抱
負
を
聞
く
と
、「
今
は
月
刊
誌

の
仕
事
を
優
先
し
て
い
ま
す
が
、
書
け
る
と

確
信
が
で
き
た
ら
、
今
回
の
続
編
の
よ
う
な

も
の
を
ぜ
ひ
書
い
て
み
た
い
。」
と
、
親
切

丁
寧
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
、
猛
特
訓
中
！
　

勝
山
左
義
長
ば
や
し
保
存
会

来
る
8
月
２３
日
（
土
）
に
越
前
町
で

開
催
さ
れ
る
『
Ｏ
・
TA
・
Ｉ
・
KO
響
2

0
0
8
』（
響
宴
）
へ
の
ゲ
ス
ト
出
演
が

決
ま
っ
た
勝
山
左
義
長
ば
や
し
保
存
会
。

Ｏ
・
TA
・
Ｉ
・
KO
響
は
、
今
回
で
１９

回
を
数
え
、
毎
年
2
万
人
以
上
が
訪
れ

る
全
国
指
折
り
の
太
鼓

の
イ
ベ
ン
ト
。
今
回
、

海
外
で
も
公
演
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
に
交
じ
っ

て
の
堂
々
の
出
演
で

す
。
会
長
の
木
村
照
雄

さ
ん
は
、「
出
演
で
き

る
こ
と
は
大
変
光
栄
で

す
。
左
義
長
ば
や
し
を

Ｐ
Ｒ
す
る
に
は
一
番
い

い
機
会
な
の
で
、
全
力

で
が
ん
ば
り
ま
す
。
」

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数
は
３５
人
。
そ
の
半
数

近
く
が
小
中
高
校
生
も
含
む
３０
歳
代
以

下
。
県
内
外
か
ら
の
出
演
依
頼
も
多
く
、

先
月
も
石
川
の
太
鼓
に
出
演
し
、
大
変

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
忙
し
い
中
で
の
Ｏ
・

TA
・
Ｉ
・
KO
響
へ
の
出
演
依
頼
。「
訪
れ

る
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。」

と
、
伊
藤
公
子
副
会
長
は
抱
負
を
述
べ

て
い
ま
す
。

今
月
か
ら
は
、
左
義
長
ば
や
し
講
習

会
を
月
2
回
開
催
し
、
輪
を
広
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
木
村
会
長
は
、「
風
の

盆
と
同
じ
く
ら
い
の
人
出
が
あ
る
左
義

長
ま
つ
り
が
目
標
」
と
、
最
後
に
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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要
援
護
者
を
避
難
・
誘
導
す
る
様
子

きれいに巻けた寿司を飾り付ける

土
器
を
バ
ト
ン
に
ジ
ャ
ン
プ
！

ス
プ
ー
ン
で
す
り
す
り
。

く
す
ぐ
っ
た
い
よ
ー

熱のこもった練習風景

石川県羽咋市で開催された
「第19回石川の太鼓」での出演の様子


